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ズムに分けて設計した．「ロケーション識別」では，Wi-Fi と Bluetooth の近距離通信を用い，4
つの状態「自宅」，「職場」，「病院」，「公共施設」の識別を行う．「シーン推定」では，時刻と光セ
ンサから「睡眠」の推定を行う．「モーション推定」では，加速度と磁場，ジャイロの 3種類のセ
ンサと位置情報を用いて，4つの状態「電車」，「バス」，「運転」，「外出」の推定を行う． 
ロケーション識別，シーン推定，モーション推定の順に処理する事で，推定精度の低いモーシ
ョン推定の誤推定を減少させる．また，地磁気の理論値を用いて磁場センサを補正する事で周囲
の電子機器による推定精度の悪化を減らし，回転行列を用いて端末の加速度からユーザの加速度
に変換する事で任意の端末姿勢でモーション推定が行える様になった．また，Bluetooth のデバ
イス名を用いた情報共有により推定結果の多数決を行う．実験の結果，関連アプリケーションと
比較して，多数のマナーモードをより精度良く自動で切り替える事ができた． 
 
